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●斉	 	 唱  
国歌「君が代」 
ロータリーソング「奉仕の理想」 

 
●四つのテスト唱和 
 
●本日のお弁当  
	 大正館 
 
●本日のお客様 
 
地区危機管理委員会 委員長	 黒田勝基様（高浜ＲＣ） 
豊橋南ＲＣ	 神戸邦夫君 

 
●本日の卓上花 
 
	 カーネーション（ソネット）、タマシダ、カスミソウ 
   
	 	 会 長 挨 拶  
 
皆さん、こんにちは。先週 1週間、職業奉仕活動ご苦労様で

ございました。 
	 只今、皆さん方には、碧南 RCの初代会長で名誉会員の平岩
慶一様がご逝去されたということで黙祷をして頂きましてあ

りがとうございます。また、本日が通夜、明日が葬儀告別式とな

っておりますので、どうぞよろしくお願い致します。偉大な先人が減っていくというものは

悲しいことでございます。我々はその足跡を忘れることなく、しっかりと踏襲していきたい

と思いますので、どうぞ会員の皆様方よろしくお願い致します。 
	 今日はこれで終わります。	
	

榊原	 健会長 



※十週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。 

	 	 幹 事 報 告  
 
	 幹事報告をさせて頂きます。 
・	他クラブの例会変更はございません。 
・	日本のロータリー100 周年委員会運営協力金ということで、
我々も 1人 200円の協力をさせて頂きました。合計で 4837
名、967,400円が 2760地区より納められたという報告がござ
いました。 

・	4月末の例会で皆さんに緑の募金のご協力を頂きまして、43,706円が集まりました。これ
を募金委員会に納めさせて頂きました。ご協力ありがとうございました。 

・	本日の平岩家のお通夜、明日の告別式に関してのお願いを平岩家から預かってきましたの

で、ご報告申し上げます。皆様には各自車で来て頂きますと大変渋滞が予想されますので、

乗り合わせの上、棚尾小学校の駐車場をご利用ください。棚尾小学校からタクシーを 7台
ご用意しておりますので、ご利用ください。ご協力をお願い申し上げます。 

  
	 	 委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
 
＜ニコボックス委員会＞ 
危機管理委員会 委員長	 黒田勝基様（高浜ＲＣ） 	 危機管理の卓話をさせていただきま

す。日頃、兄ともどもお世話になっています。 
豊橋南ＲＣ	 神戸邦夫君	 	 次年度危機管理委員長の神戸です。メーキャップさせていただ

きます。 
鈴木	 並生君	 	 西尾市上矢田に当社物流センターがオープンしました。よろしく。 
木村	 徳雄君	 	 皆さん、私も含めて健康管理をしましょう。ゴールデンウィークに入った

とたんに毎日が通夜葬儀の連続で、友人・知人が６人もこの世からいなく

なられてさびしくなりました。 
伊藤	 正幸君	 	 ニコボックスにみなれない人がすわってましたので、ニコニコしました。 
新美	 惣英君	 	 おかげ様で２９年。奥様ありがとう♡ 
角谷	 信二君	 	 私も５月３日、結婚記念日です。 
清澤	 聡之君	 	 本日の講師、国際ロータリー第２７６０地区危機管理委員長	 黒田勝基様

をご案内いたします。 

	 総会員数 70名 (内出席免除者 17名の内出席者 11名)出席者 54名 

	 出席対象者	 54／64名 	 	 出	 席	 率	 	 	 	 84.38％ 

	 欠席者 16名(病欠者 0名) 	 	 前々回修正出席率	 100％ 

新美惣英幹事 



黒田	 泰弘君	 	 今月、銀婚式を迎える事が出来ました。これからも妻一筋で精進致します。 
服部	 弘史君	 	 今年度、ＰＴＡ会長を務めます。東中学校のＰＴＡ総会が無事に終わり、

良いスタートが切れました。 
鈴木きよみ君	 	 角谷信二副幹事さんに本日のニコボックスの代読大変ありがとうございま

す。 
 
＜親睦活動委員会＞ 
会員誕生日 
	 ５日	 杉浦	 秀延君	 	 	 ８日	 榊原	 	 健君（古希）	

	 ９日	 新美	 宗和君	 	 １１日	 鈴木	 並生君	 	 １６日	 安井	 	 稔君	

１８日	 新美	 真司君	 	 １９日	 山中	 寛三君（白寿）	

２０日	 鈴木きよみ君（古希）	

２２日	 永坂	 誠司君	 	 ２５日	 平松	 則行君（古希）	

３０日	 岡本	 耕也君	

	

奥様誕生日	

	 ７日	 加藤𠀋太郎君の奥様	 美恵子様	 	 １２日	 梶川	 光宏君の奥様	 久実子様	

１３日	 加藤	 良邦君の奥様	 	 妙子様	 	 １７日	 奥津	 順司君の奥様	 美恵子様	

２１日	 服部	 弘史君の奥様	 	 真澄様	 	 ２２日	 伊藤	 正幸君の奥様	 	 亮子様	

	

結婚記念日	

	 １日	 新美	 惣英君・直美様		 ２９年	 	 	 	 ３日	 角谷	 信二君・晴美様		 ２９年	

	 ４日	 服部	 弘史君・真澄様		 ２１年	 	 	 	 ５日	 長田	 豊治君・妙子様		 ４３年	

	 ５日	 竹中	 	 誠君・みのり様	３８年	 	 	 	 ６日	 加藤	 良邦君・妙子様		 ４７年	

	 ９日	 山中	 寛三君・美智子様	７０年	 	 	 １１日	 永坂	 誠司君・るみ様		 ２１年	

１４日	 清澤	 聡之君・トキ様		 ３０年	 	 	 １５日	 鈴木	 泰博君・恵子様		 ２９年	

１７日	 伊藤	 正幸君・亮子様		 ３０年	

１７日	 黒田	 泰弘君・真美子様	２５年（銀婚）	

２７日	 岡本	 彰人君・佳美様		 １７年	 	 	 ２７日	 鈴木	 基由君・香奈美様	１２年	

 
 

クラブフォーラム  
 
「ロータリー奉仕活動における危機管理の必要性」 
地区危機管理委員会 委員長	 黒田勝基様 
 
	 ご紹介ありがとうございます。只今ご紹介頂きましたように

私は高浜 RCの黒田と申します。兄ともどもお世話になっており
ます。碧南さんには何度かお邪魔しております。今日は一般的なロータリーの奉仕活動にお

ける危機管理ということでお話をさせて頂きたいと思います。 

黒田勝基様 



	 全ての社会活動、生命活動にはリスクがあります。また、リスクには潜在化されているも

のと顕在化しているものがあります。しかも我々は社会活動、生命活動を常にやっておりま

すので、その中に必ずリスクが潜んでいるということでございます。 
	 私は 67年間生きてきました。9歳の時にこの危機に遭遇致しました。伊勢湾台風でござい
ます。もちろん兄も我々の避難に協力してくれました。畳に水がどんどん上がってきたとい

う記憶がまだ残っております。昭和 34年 9月 26日の夜のことでございました。幸いこの次
の日の 9月 27日の碧南 RCのチャーターナイトは無事に終えることができたと、父から聞い
ております。私が初めて遭遇した危機でございます。 
	 それから、地震という切り口で言いますと、大正 12年 9月 1日に関東大震災、昭和 20年
1月 13日に三河地震、平成 7年 1月 17日に阪神淡路大震災、平成 23年 3月 11日に東日本
大震災、平成 28年 4月 14日に熊本大地震がございました。こういった地震には対応の方法
が何パターンかあるというふうに私は考えております。直下型、プレート型など色々な地震

のタイプがございまして、それによって我々はどう避難するかということを考えておけば、

来るであろう危機に対しては色々な準備ができると思っている訳でございます。 
	 要するに私が申し上げたいのは、顕在化されている危機に対してはある程度手が打てると

考えております。問題は潜在化しているリスクを我々が危機として顕在化して対策を取るか

ということです。こういったことをどう回避・軽減するかを考えるのが危機管理の仕組みで

はないでしょうか。是非そういうふうにご理解頂きたいなと思っております。 
	 ロータリーの奉仕には 2種類あります。1つは各 RCで企画された各種奉仕プロジェクトで
ございます。もう 1 つは国際ロータリーの規定下で行われる青少年奉仕・米山・ロータリー
財団に関するプロジェクトでございます。こういったロータリーの奉仕活動と向き合う訳な

のですが、共にロータリー章典というルールブックがございまして、このルールブックに則

って色々な奉仕活動が展開されているということをご理解頂きたいと思います。 
	 2760地区にも危機管理規定というものがございます。これは皆さんの目の前には表面だっ
ていないと思う訳ですが、2760 地区の危機管理総則の中に、地区内各 RC、ロータリアンに
とって、「好ましくない事態の全て」を危機管理の「危機」とする。といった項目がございま

す。2760 地区の危機管理総則につきましては、RI 本部に登録されておりますので、何か好
ましくない事態が起きたら危機管理というジャンルに嵌めなさいといったことでございます。 
	 ルールに従っての危機管理規定というのを我々はどういうふうに対応していけばいいでし

ょうか。それは危機防止のために色々な場面に対しての危機を想定し、シミュレーションで

対応訓練をするということでございます。 
	 危機対応はスピードが命です。確実よりも素早さをモットーにします。色々な真実関係、

前後関係、背景といったものを調べるよりはまず報告を頂いて、素早く危機に対応するとい

うことが最大の秘訣であると思っております。是非、危機管理委員会にご理解頂きながら、

より良い奉仕活動を展開して頂きたいなと思っております。 
	 私が一番申し上げたいのは、この素晴らしいロータリー活動は三次元的な奉仕の世界が広

がるにつれ、奉仕のレベルも多様化して深みを増してきています。色々な奉仕活動を是非や

って頂く、その安心安全を確保するための危機管理委員会でございますので、その辺をご理



解頂いて、本日の卓話とさせて頂きます。 
	 どうもありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回例会案内	
	

平成２９年５月２４日（水） 
クラブフォーラム「地区研修・協議会報告」 


